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教育目標 取組み (参考数値) 前期の取り組み 後期への課題 ○成果と◆課題 改善策・向上策

［観点①］生徒の生活全般の気のゆるみに対する指
導。遅刻者に対する指導。携帯電話の適切な扱いへ
の指導。
［観点③］校内での健全で安全な生活の為の、教職
員と生徒の協力。
［取組み②］交通法規や電車内でのマナーを守ること
への指導。研修旅行を通したモラルの向上と自主性を
向上させる取り組み。

［取組み①］前年度の反省をふまえ、よりよい選抜問題作成へ努
力。
［取組み③］［観点④］公開授業通じ中学生へ本校へ興味関心の
喚起。(第１回５月１９日(土)約160名来校。第２回１０月１３日(土)約
80名来校。)
［取組み②］［観点③］「清水が丘だより」発行(９月１７号)。学校案
内パンフレットの作成。
［取り組み②］［観点③］HPの計画通りの更新。
［取組み②］［観点④］昨年度に引き続き中学校訪問の時期を早め
て、８月下旬から９月上旬にかけて実施。

［取組み①観点①］前期選抜の改善に向けた取り組
みの継続。
［観点④］高校側と中学校・保護者側との相互理解を
深めるための、中学校訪問のありかたの模索。
［取組み③］授業公開の日程等の検討。

・ＨＰ更新回
数
・広報誌発行
回数
・授業公開来
校者数前期選抜の

改善と広報
活動の充実

［取組み②］指定上履きの導入から２年が経過し、上下履きの区別
がしっかりしてきた。
［観点①］ＨＲや学友会を通じた、自覚を促す指導。地区ＰＴＡにお
ける、保護者への協力依頼。
［観点②］学友会の諸行事に対する、役員の意見を尊重しながら
の、適切なアドバイス。
［観点②］［観点③］清陵祭、端艇大会、クラスマッチや湖周マラソ
ンの、生徒を中心とした自主的でスムーズな実施への支援。
［取組み②］清掃指導、上下履きの区別等の指導を通じ、校内美
化の推進をはかった。
［取組み②］「コモン」(中庭)の整備。

①わかりやすい選抜基準であっ
たか
②本校、受検生双方に有益な
選抜となったか
③ＨＰ、「清水ヶ丘便り」等は充
実していたか
④本校の教育活動を保護者、
中学校、地域住民等に十分に
伝えられたか

①学校生活の様々な場面にお
いて適切な指導ができたか
②学友会へ効果的な指導助言
ができたか
③生徒の自主・自立性を尊重し
た指導ができたか

①前年度の反省をふまえた前
期選抜の改善
②ＨＰの充実と校内運営体制
の整備、広報誌「清水ヶ丘便
り」の充実、学校案内ビデオ・
パンフレット作成、中学校訪問
③授業公開日の適切な設定

自主・自立
性に基づく
”清陵生とし
ての自覚”を
高める指導

学友会の自
主的活動支
援とクラブ活
動の活性化

①合同ＨＲ、講演会、自反会交
流会（先輩外部講師）等による
進路意識の向上と進路研究へ
の支援
②実力テストや校外模試の分
析と事後指導
③生徒・保護者、職員への進
路情報の還元
④指導の継続及び改善のため
の進路係と各学年間の連携

SSHに向け
た学校全体
の取組み

①理数を中心に各教科で指導
内容・方法の研究開発に取組
み、校内で組織的に研究が推
進されたか
②生徒の自然科学に対する興
味・関心を高め、学習意欲が向
上する取組みであったか
③生徒の満足度を高める取組
みであったか
④連携を効果的に行えたか

①理数を中心に、高度な科学
的思考力を育み学力を高める
ための指導方法等の開発
②理数に重点を置いた教育課
程の導入（２，３年）
③大学、企業との連携
④「清陵サイエンスフォーラム
21」の開催
⑤科学系クラブ活動の振興
⑥国際性を育む

①学友会活動を自主的に推進
するための指導ができたか
②クラブ活動の時間、場所を保
障し適切な指導ができたか

①生徒の進路意識を向上させ
主体的な進路選択ができるよう
な取組みができたか
②生徒の自己目標実現のため
の指導に十分取組めたか
③実力テストや校外模試が有
効に活用されたか
④進路情報が生徒、職員に適
切に伝えられたか
⑤進路係、各学年間の連携が
十分に図られたか

①顧問の適切な指導
②活動の保障

主体的な進
路選択と進
路実現の支
援

［観点②③］課題探究発表会およびポスターセッションにおいてＳ
ＳＨ課程生徒が研究成果を発表。「海外科学セミナー報告会」を
2,3年合同で開催。ALTによる科学英語入門の実施(科目「スー
パーサイエンス」)。「信州大学自然史科学館」において科学系クラ
ブが研究成果を発表など。
［観点④］ｻｲｴﾝｽﾌｫｰﾗﾑ「月と私たちの未来」の実施、「遺伝子操
作体験学習」など大学・企業等と連携して10講座以上を実施。

[観点②］２年Ｓ講座の更なる学力向上。
［取組み⑥］課題探究学習を進めるにあたっての理
科・数学科・英語科の効果的な連携。
［取組み①②］学習指導における興味関心や女性科
学者の育成、生徒の進路実現の支援、学力向上等、
さまざまな観点をふまえての指導方法の確立に向け
た取組み。
［観点②］(１年)文理選択を機にSSHへの志向を高め
る。

①学友会の諸機関と協議して、
生徒に自ら考えさせる指導
②学校生活におけるモラルの
向上

［観点①］行事を主に、生徒を中心とした学友会活動が企画運営さ
れるような指導。上下履きの区別、ゴミの分別については、ほぼ対
応できた。
［観点②］積極的参加を促し、クラブ加入者数は多く、取り組みもよ
い。休日を含めたクラブ活動の時間場所はおおむね保証されてい
る。
［取組み①］［観点①］クラスマッチ、文化祭を生徒が自主的に運営
できるように協力できた。

［観点①］係、学年、学友会の連絡の緊密化。より自
主的な活動への指針の提示。
［観点②］来期につながる練習方法の実施。
［取組み①］［観点①］顧問の積極的な指導参加を促
す。
［取組み②］［観点②］家庭学習とクラブ活動の両立。
［取組み②］［観点②］クラブ活動終了後の戸締まり指
導。

［取組み①］［観点①］夏休みに大学見学会を実施。82名参加。参
加生徒評価「参考になった」92％、「参考にならなかった」７％。
・東大「高校生のための金曜特別講座」受講開始。
［取組み④］［観点⑤］2，3，卒学年職員が進路室に常駐し、日常
的な情報交換ができた。
［取組み①③］［観点①②④］(３年)ＬＨＲ(4/24)、夏(7/12)での受
験への意識付け。進路通信の発行(Ｎｏ1～前期分Ｎｏ15)。進路希
望調査（2回）の実施。自習室の開放(平日～18:00、土曜日～
16:00)。
［取組み①］［観点①②］(1,2年)外部模試、進路講演会などで早い
時期での進路意識、目標設定をすすめた。
［取組み②］［観点③］教科として実力テスト、校外模試等の解説等
実施。
［観点①②］担任を中心に進路意識の向上（自己目標の設定）と実
現のためのアドバイス等をした。

［取組み④］［観点⑤］全学年職員が常駐できる進路
室スペースが望まれる。
［取組み①③］［観点①②④］文理選択(１年)、３者懇
談(1,2,3年)を機に、意識の向上をはかる。
［取組み②］［観点③］上位者をさらに伸ばす指導。

・SSH意識調
査
・各事業終了
後の生徒充
実度調査

・大学合格状
況
・実力テスト及
び模試の検
討会回数
・生徒満足度
調査

・クラブ加入
者数
・生徒満足度
調査

［取組み①］［観点③］家庭学習の大切さの意識付けをめざし、家
庭学習時間の調査を全学年で実施。
［取組み④］［観点⑥］各学年の状況に応じた活動が行われた。
［取組み④］［観点⑦］大多数の教科、科目でシラバスを整備した。
［取組み①］学年集会、進路講演会、HR等を通じて家庭学習の定
着を図る。
［取組み①］(3年)信大教育学部説明会(6/11)・信大医学部説明会
(6/15)・小論文ガイダンス・模試(7/14)・難関大入試研究会(7/23)・
信大入試研究会(7/24)・金曜テスト（数・国）の実施。補習の実施
(夏休み、秋の放課後補習)。
［取組み①］家庭学習時間を一層増やし、学力の定着と向上のた
めに予習・復習の励行と自学自習教材の提供や放課後等を使っ
て個人の質問時間の確保等。
［取組み①］宿題、課題の点検をこまめに行い、家庭学習の確保を
促した。
［取組み④］生徒による授業評価実施(９月)。今後の教科指導に生
かすべく、その結果を各教科で検討。
［観点①］特色ある学校づくりに向けた、ビジョン委員会における研
究。
［取り組み①］［観点③］「自反室」(自習室)を整備した。

［取組み①］［観点③］家庭学習時間が絶対的に不足
しているものが多い。また、やる者とやらない者の格差
が大きくなっている。HRでの意識付けと、「やらざるを
得ない」教科指導が望まれる。
［取組み④］［観点⑥］本格的な実施は後期からであ
る。
［取組み④］［観点⑦］活用面で研究が必要。
［観点①］模試等で学力不足が指摘されている。高校
生活の基本が学習であることを再確認する必要があ
る。
［取組み①］取組みや学力の定着に個人差が大きい
ので、補習、個人指導等をさらに取り入れる。
［取組み①］上位者をさらに伸ばす指導。
［取組み①］提出物の期限提出を徹底。
［観点④］充実した調べ学習の実施指導。
［取組み①］各教科と連携しながら、家庭学習の確保
を促す。
［観点②］授業の進度については、生徒の予習を促す
とともに、生徒個々にきめ細かく対応する。
［取組み①］［観点③］家庭学習１時間未満の者を減ら
すために努力。

生徒の学力
向上
（重点目標）

評価の観点

①生徒の家庭学習時間の増加
②教員の指導力向上と授業改
善
③教科における課題の明確化
と解決に向けた計画的な取組
み
④SSH、生徒による授業評価、
自反会（土曜講座）、授業シラ
バスの活用

①生徒の学力が向上したか
②生徒の満足する授業、知的
探　究心を喚起する授業ができ
たか
③家庭学習時間の増加が図ら
れたか
④生徒による授業評価に基く授
業改善がなされたか
⑤各教科の課題が解決された
か
⑥自反会の目的が達成された
か
⑦シラバスの整備と活用が図れ
たか

・生徒学習状
況調査
・試験成績
（模試、セン
ター試験)
・生徒による
授業評価
・生徒自反会
満足度調査

◆[取り組み①][観点①③]様々な取り組みをしているが、生徒の学力不足の実態は否めない。家庭学習
時間の不足している生徒が多い。
◆[観点①]学習に対する取り組みの姿勢や、学力の定着の個人差が大きい。
[取り組み①][観点①]｢学習実態調査｣を年間5回実施した。
○生徒が自らの生活を振り返り、学習に向かうきっかけになった。
○個人面談で、指導の資料として活用できた。
○教科間で、課題量の調整をする参考にできた。
◆１学年初期の徹底した指導が必要。
◆得られたデータの考察には慎重を要する。
◆[取り組み④][観点⑦]シラバスの活用があまり行われなかった。
[取り組み②][観点②④]生徒による授業評価を本年度も2回実施した。
○自由記述部分で、授業者の気づかない指摘があり、授業改善に役立った。
◆記名式では、必ずしも生徒の正直な授業評価の実態が現れているとはいえない。
[取り組み①][観点③]｢自反室｣(自習室)を整備した。
○テスト前は｢自反室｣隣の３教室も含めて自習室とし、低学年にも自習室が利用できる環境が整った。
◆利用マナーの指導が行き届かない面があった。
○[取り組み②③][観点⑤]今後の本校の全体像を模索する一つの取り組みとして、ビジョン委員会検討部
会が学校視察し、結果を職員会に報告した。
○[取り組み②③][観点⑤]進学指導･教科指導に関する各種研修会に参加した。
[取り組み④][観点⑥]○各学年の実情に合わせ、工夫された｢自反会｣講座が開講された。
◆学年あるいは時期によっては、授業としての｢自反会｣講座がほとんど開講できなかった。

[観点①]高校生活の基本は学習であることを再確認する。
[観点①]補習、個人指導をさらに取り入れる。
[取り組み③][観点①]一定水準に達しない生徒に対し、ずくを出して妥協しない指導を続ける。
[観点①]上位者を更に伸ばす指導が必要。
[取り組み①][観点①]来年度の｢学習実態調査｣は5回とし、集計はそのうち3回とする。得られたデータの
学年間の共有化を図る。
[取り組み①③][観点①③⑤]生徒の家庭学習を促し、学力向上につながるような、課題の与え方を模索す
る。そのために課題の質、量、時期、教科間のバランス等がどうあるべきか研究する。
[取り組み④][観点④]単なる計画表でない、シラバスの内容の研究が必要。また活用の仕方も研究すべき
である。
[取り組み②][観点②④]授業評価用紙、｢授業充実のための評価表｣の内容の改善に努める。
[取り組み①][観点③]テスト前の全学年に亘る自習室拡大の取り組みは引き続き行っていきたい。
[取り組み②③][観点⑤]旅費の問題もあるが、進学指導･教科指導のための各種講習会には、引き続き積
極的に参加していきたい。
[取り組み④][観点⑥]未履修問題を受け、県内複数の学校で｢土曜授業｣の取り組みが始まっている。本校
でも｢土曜授業｣の実施が必要ではないかとの意見もある。｢土曜講座｣の内容をより学習指導的なものにす
るか、あるいは｢土曜授業｣の実現可能性について検討が必要である。
[取り組み②③④][観点①②⑤]サテライト講座導入については当面の具体化は難しいが、引き続き研究を
続けていきたい。週１回の基礎学力テストについては、授業進度上難しいという声もあるが、実施校の例も
あり、引き続き研究を続けていきたい。金曜テストのありかたの改善に向けて研究していきたい。

○[取り組み①][観点①②③]調査からＳ講座生徒の興味関心が増している。アラスカへの海外科学セミ
ナーについては、２年次よりも３年次で高い評価をしている。研究のまとめや発表を通じて｢科学技術に関
する興味関心｣｢知的好奇心｣が喚起され、ＳＳＨに対する満足度も高まると思われる。
○[取り組み②][観点①②③]学会･研究会等の発表の場を有効に利用でき、生徒の関心も高まった。
○[取り組み②⑥][観点④]学校設定科目｢スーパーサイエンス｣では、科学英語入門などにおいて教科間
の連携ができてよかった。ＡＬＴの｢スーパーサイエンス｣への参加は生徒によい影響がある。今年は県内
の科学系ＡＬＴによる講座が実施できてよかった。授業ともマッチして、効果は大きかった。
◆[取り組み②][観点①②③]今年度より｢スーパーサイエンス｣が２年次１単位となったため、昨年度までの
ような踏み込んだ実験ができなくなった。
○[取り組み②][観点②③④]連携講座･サイエンスプログラム含めて27プログラム(国内)を実施した。全体
的に連携講座やサイエンスプログラムへの希望者が増えている。参加者の取り組みの姿勢も良くなってき
ている。
[取り組み②][観点②③④]○｢清陵サイエンスフォーラム21｣を全体のもの２回、学年のもの１回実施した。
◆講演やパネルディスカッションでは、講師の依頼やテーマ、時間設定等話の内容を深めるための配慮
がもっと必要だった。
○サイエンスフォーラムスタッフの生徒は良く活動している。
○◆サイエンスフォーラム(宇宙フォーラム)に中学生の参加を呼びかけ、積極的な参加が得られ良かっ
た。ただ中学生の熱意を本校生がくみ取れない面があり残念だった。
◆職員の負担が大きく、成果が見えにくい面がある。
○[取り組み①③④⑥][観点①②③④⑤]本校ＳＳＨ事業は全職員の協力を得て、軌道に乗ってきている。
地理や英語等でアラスカについて扱うなど教科間の連携も広がってきている。

[取り組み②][観点①②③]課題探求については、時間的な制約があるが、研究テーマの年度を超えての
継続性は出てきている。今後放課後の時間の使い方をふくめ検討していきたい。
[取り組み②][観点③]全校生徒へのＳＳＨの成果の普及の面から、サイエンスフォーラムでの課題探求発
表も検討していきたい。
[取り組み②][観点①②③④]２Ｓ講座担当者会、科目｢スーパーサイエンス｣担当者会において課題探求や
一般科目の授業での共通認識がもてるように充実を図っていきたい。
[取り組み②][観点②③④]連携講座･サイエンスプログラムへの生徒の積極的な取り組みをさらに促した
い。
[取り組み④]来年度のサイエンスフォーラムは、希望者のものも含めて年４回程度実施したい。
[取り組み④]サイエンスフォーラムでは女性科学者育成も重要なテーマであるので、今後考えたい。良い
テーマは学年等を考慮して継続実施も検討したい。
[取り組み④]サイエンスフォーラムの企画の段階から、サイエンスフォーラムスタッフの生徒が主体的に活
動できるように工夫していきたい。
[取り組み④]サイエンスフォーラムの実施時期は、寒さを考慮し方がよい。

○[取り組み①][観点①]様々な取り組みにより、生徒の進路意識の向上が見られた。
・夏休みに大学見学会を実施。82名参加。参加生徒評価「参考になった」92％、「参考にならなかった」
７％。
・東大｢高校生のための金曜特別講座｣全12回実施。のべ202名参加。
・研修旅行中の京都大学見学会25名参加。
・医療系職種を中心の職場体験に、のべ20名参加。
○[取り組み④][観点⑤]２年、３年、卒業学年の進路係が進路室に常駐し、情報交換を密にすることができ
た。
○[取り組み③][観点④]校内ＬＡＮを利用して職員に進路関係情報を提供できた。
[取り組み②][観点③]○実施模試の種類、回数、時期の統一を図った。
○◆一部では、実力テスト、校外模試等の解説等実施できたが、全体としては分析、事後指導とも不十分
であった。
◆[取り組み③][観点④]生徒向け学年進路講演会に保護者の参加を呼びかけたが、参加者は数名にとど
まった。
◆[取り組み②][観点③]数年前と比較して、センター試験で5-7,6-7型(900点満点)の本校の受検者が減
少している。

[取り組み①][観点①]学年集会、進路講話、大学見学会等引き続き計画しさらに改善していきたい。
[取り組み①][観点①]夏休み前｢大学生と語る会｣実施に向けて取り組みたい。
[取り組み④][観点②④⑤]様々な具体的な進路情報を蓄積し、情報提供していく。
・｢受検報告書｣(面接･小論文･実技試験等)を蓄積していく。
・｢合格体験談｣(勉強方法･参考書･問題集など具体的な内容を含む)を蓄積していく。
・図書館で行っている｢進路に役立った書籍｣の情報を蓄積していく。
[取り組み②④][観点③]特に１，２年に於ける進路検討会は、生徒についての共通認識を持ち、それを
個々の生徒の進路指導に生かす意味で大切であるので、学年成績会議等を活用して実施していきたい。
[取り組み④][観点⑤]全学年進路係常駐態勢に向けて検討したい。
[取り組み②][観点③]実施模試の統一については、今後３年程度実施したところで、実績を見ながら見直
しをしていきたい。
[取り組み③][観点④]保護者の進路情報へのニーズは多様であることが予想される。保護者向け進路講
演会に向け、保護者の必要とする進路情報の調査研究から始めていきたい。
[取り組み②][観点③]校内模試の意義づけや性格･位置づけが、教科間で異なっている。今後検討が必要
である。校内模試の作成過程において、自ずから教員の問題作成能力、教科指導力の育成が図られる面
もある。

[取り組み①][観点①]○行事については、生徒を中心に企画運営されるような指導ができた。
○ゴミの分別については、ほぼ対応できた。
◆行事以外での委員会活動や全生徒に自主的･主体的に取り組ませる意識を指導しきれなかった。
◆部室の自主的な管理を十分に指導できなかった。
[取り組み②][観点②]○クラブ活動の時間･場所はおおむね保障できた。
○多くの運動部で県大会に出場でき、北信越大会や全国大会まで駒を進めることができたクラブもあっ
た。文化系クラブ･同好会もコンクール等に参加し、入賞や全国大会への出場があった。生徒の意識も高
く、指導体制も確立されている。
○自主練習に関する申し合わせにより、活動時間が常識を越えてしまうような生徒は減少してきた。

[取り組み①][観点①]・職員と学友会役員との話し合いの時間を多くつくるなかで、生徒の意識改革を促
し、自らが理想を持ち具体策を提示し行動できるように指導する。
・問題点を生徒に投げかけることで、クラスや全校での討議の場を増やし、全生徒の意識の高揚をはかる。
・係職員の会合を定期に持ち、情報を共有する。
[取り組み②][観点②]・冬期の運動部の練習場所について調整していく。
・クラブ顧問会を開き、情報交換の場をつくり、共通認識を持つ。

◆[取り組み①②][観点①②③]自己中心的な考え方･行動、無関心な生徒の増加により自治能力･モラル
の低下が危惧される。
○◆[取り組み②]指定上履きの導入から２年が経過し、上下履きの区別の習慣がだいぶ定着しつつある
が、後期途中からコモンスペースや部室棟への移動の際の区別が曖昧になった。

[取り組み①][観点①②③]・ＨＲや授業の中での平常指導が必要であるので、共通認識を持って生徒に接
するために、教員の研修会を開く。
・｢やるべきことはやる｣という雰囲気をつくる必要がある。
[観点①]携帯電話による誹謗中傷メールサイトへの書き込み等に対する対策の研究。

○[取り組み①][観点①②]20年度前期選抜は、学力重視の方向で観点を一本化した。小論文の内容も、
生徒の学力がより反映される問題にしている。
○[取り組み②][観点③]ＨＰは年間３６回(2月22日現在、選抜に関わる部分を除く)の更新を行った。
◆[取り組み②][観点③]ＨＰで生徒や保護者の求める情報を十分に発信できているとは言えない。また更
新内容が偏っている。
○[取り組み②][観点③]広報誌｢清水が丘だより｣を継続的に発行できた。
○[取り組み③][観点③]本年度も年２回土曜日に授業公開を行うことができた。第１回５月(参加者164名)･
第２回10月(参加者77名)であった。本年度は案内係を配置し、食事場所を用意した。またクラブ活動に関
する資料の作成と配布を行った。
○[観点④]中学校訪問を昨年度同様、時期を早めて８月下旬に実施した。

[取り組み①][観点①②]本校を取り巻く様々な状況の分析を行いながら、前期選抜募集要項改善に向け
引き続き検討する。
[取り組み②][観点③]ＨＰの学友会のページ等、係に依頼して更新していく必要がある。
[取り組み②][観点③]｢清水が丘だより｣をよりよいものにするために紙面構成･内容等をさらに工夫する。学
校案内の内容をできるだけ更新する。
[取り組み③][観点④]来年度も内容の検討を加えながら、引き続き授業公開を行う。
[観点④]来年度も、本年度と同じ時期に中学校訪問を計画する。


